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び
ま
ん
性
甲
状
腺
腫
の
代
表
的
な
病
気
は
橋

本
病
と
バ
セ
ド
ウ
病
で
す
。
い
ず
れ
も
男
性
よ

り
も
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。「
橋
本
病
」は
、

甲
状
腺
機
能
低
下
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
眠

気
、
寒
が
り
、
疲
れ
や
す
さ
、
便
秘
、
体
重
増

加
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
バ
セ
ド
ウ
病
」
で
は
、
甲
状
腺
機
能
亢

進
症
に
な
り
、
暑
が
り
、
汗
か
き
、
異
常
な
喉

人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
で
発
見
も

　

甲
状
腺
の
病
気
は
自
分
で
気
付
か
な
い
こ
と

が
多
く
、
初
め
て
の
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
で

見
つ
か
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
１

年
間
に
当
院
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
1
，

8
9
3
名
の
皆
様
の
中
で
、
約
11
％
、
２
０
３
名

の
方
に
甲
状
腺
腫
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
内
甲
状

腺
が
ん
と
診
断
し
た
方
が
４
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

甲
状
腺
の
病
気
と
言
わ
れ
た
ら

　

大
部
分
は
生
命
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
ま
ず
慌
て
な
い
こ
と
で
す
。
血
液
検
査
と

超
音
波
検
査
で
ほ
ぼ
診
断
で
き
ま
す
。
が
ん
の

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
細
い
針
で
甲
状
腺
の

細
胞
を
吸
い
出
し
て
検
査
を
す
る
穿
刺
吸
引
細

胞
診
を
行
い
ま
す
。
甲
状
腺
の
病
気
の
治
療
に

は
薬
で
の
治
療
や
手
術
等
が
あ
り
ま
す
が
、
治

療
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

必
要
で
あ
っ
て
も
大
部
分
が
薬
で
の
治
療
で

す
。
手
術
の
適
応
は
、
甲
状
腺
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
場
合
や
、
腫
瘍
が
良
性
で
あ
っ
て
も
非
常

に
大
き
い
場
合
等
で
す
。
甲
状
腺
が
ん
は
経
過

が
ゆ
る
や
か
で
、
手
術
を
す
れ
ば
予
後
の
良
い

も
の
が
大
部
分
で
す
。

　

首
の
喉
ぼ
と
け
の
下
寄
り
に
唾
を
飲
み
込
む

と
上
下
に
動
く
し
こ
り
を
感
じ
た
り
、
上
記
の

症
状
が
あ
れ
ば
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
受
診
し
安

心
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

の
乾
き
、
手
の
震
え
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
体
重
減

少
等
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
更

年
期
障
害
や
自
律
神
経
失
調
症
の
症
状
と
よ
く

似
て
い
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
結
節
性
甲

状
腺
腫
に
は
、
腺
腫
様
甲
状
腺
腫
、
良
性
腫
瘍
、

が
ん
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
し
こ
り
を
触

る
以
外
の
症
状
は
何
も
無
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

甲
状
腺
は
首
の
喉の
ど

ぼ
と
け
の

下
寄
り
に
あ
り
、

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
の
病
気
は
、
形
の
異
常
と

働
き
の
異
常
の
二
つ
に
大
き
く

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
形
の
異
常
に
は
、
全
体
が
大
き
く
な
る
「
び
ま
ん
性
甲
状
腺
腫
」
と
、

一
部
に
し
こ
り
が
で
き
る
「
結
節
性
甲
状
腺
腫
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
働
き
の
異
常
に
は
、

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
足
り
な
く
な
る
「
甲
状
腺
機
能
低
下
症
」
と
、

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
多
過
ぎ
る
「
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
」
が
あ
り
ま
す
。

甲
状
腺
の
病
気

 

院　

長　

 

金
田 

道
弘　

甲状腺の病気
リハビリテーション科のご紹介
金田病院・常勤医師のご紹介
コンシェルジュ日記



KANEDA HOSPITAL

内　

科

川
西
副
院
長
:  
内
科
一
般
、
呼
吸
器
、
感
染
症
、
糖
尿
病
、

循
環
器
、
消
化
器
等

海
野
医
長 

: 

内
科
一
般
、
血
液
、
呼
吸
器
、
消
化
器
等

鎌
尾
医
長
:  

内
科
一
般
、
呼
吸
器
、
消
化
器
、
肝
臓
（
B
型
、

C
型
肝
炎
）、
糖
尿
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
・
喘
息
等

外　

科

金
田
院
長
:  

外
科
一
般
、
甲
状
腺
、
消
化
器
、
人
間
ド
ッ
ク
・

健
康
診
断
、
産
業
保
健
等

松
本
医
長
:  

外
科
一
般
、乳
腺
、消
化
器
、腹
腔
鏡
手
術
（
胆

嚢
、
大
腸
、
胃
）、
末
梢
血
管
、
鼡
径
ヘ
ル
ニ
ア
、

肛
門
等

三
村
医
長
:  

外
科
一
般
、
消
化
器
、
肝
・
胆
・
膵
、
腹
腔

鏡
手
術
（
胆
嚢
、
大
腸
、
胃
）
等

脳
神
経
外
科

遠
部
副
院
長
:  

脳
神
経
外
科
一
般
、脳
梗
塞
（
t
-P
A
治
療
）、

脳
出
血
、
リ
ハ
ビ
リ
、
緩
和
医
療
、
嚥
下
機
能
、

栄
養
管
理
等

木
下
医
長
:  

脳
神
経
外
科
一
般
、
脊
椎
・
脊
髄
（
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
）、
脳
梗
塞
（
t
-P
A
治
療
）、
脳

出
血
、
救
急
医
療
等

整
形
外
科

坂
田
医
長
:  

整
形
外
科
一
般
、四
肢
外
傷
（
骨
折
）、ス
ポ
ー

ツ
外
傷
・
障
害
、関
節
鏡
手
術
（
半
月
板
損
傷
）、

リ
ハ
ビ
リ
等

　
　

事
務
部　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

 

細
田 

麻
衣
子

　

定
期
的
に
受
診
に
来
ら
れ
る
A
さ
ん
は
、

車
い
す
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は

ご
家
族
の
方
と
ご
一
緒
な
の
で
す
が
、
そ
の
日
は
お
ひ

と
り
で
来
ら
れ
ま
し
た
。

「
今
日
も
い
つ
も
の
よ
う
に
家
族
が
連
れ
て
き
て
く
れ

る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
急
に
都
合
が
悪
く
な
り
ま

し
た
。
日
を
改
め
て
受
診
し
よ
う
と
話
し
て
い
る
時
に
、

あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ひ
と
り
で
来
て
み
ま
し

た
。
ど
う
な
る
か
ち
ょ
っ
と
不
安
で
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
ね
。」
玄
関
で
最
初
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
お

言
葉
で
し
た
。

　

実
は
、
A
さ
ん
が
来
院
さ
れ
る
少
し
前
に
、
お
ひ
と

り
で
受
診
さ
れ
る
旨
の
お
電
話
を
ご
家
族
の
方
か
ら
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る
の
は
ご

本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
の
方
も
同
じ
で
し
た
。

　

そ
の
不
安
を
安
心
に
か
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

私
は
で
き
る
限
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
A
さ
ん
が
お
ひ
と
り
で
受

診
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
担
当
看
護
師
や
受
付
・
会
計

ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
て
連
携
を
図
り
、
診
療
時
に
ご
不
便

の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

お
帰
り
の
際
、「
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
家
族

と
来
る
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
安
心
し
て
受
診
で
き
ま

し
た
。
助
か
り
ま
し
た
よ
。」
と
、
私
の
手
を
し
っ
か
り

と
握
っ
て
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
手
の
温
も

り
と
笑
顔
か
ら
『
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。』
と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
は
、

私
自
身
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
お
一
人
お
ひ
と
り
に
寄

り
添
い
、
よ
り
身
近
な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
田
病
院
・
常
勤
医
師
の
ご
紹
介

編 集 後 記
「
検
査
科
や
放
射
線
科
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
科
の
紹
介
を
読
ん
で
、
連
携
の
意
味
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。」
こ
の
よ
う
な
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
科
の
こ
と
も
知
り
た
い
。」
と

の
ご
意
見
に
お
応
え
し
て
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
室
長　

田
中
聖
隆

社
会
福
祉
士　
　
　
　
　
　

経
営
企
画
室
主
任　

有
本
紀
子

電
算
室
主
任　

長
田
寛
子

　
　
　
　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
日
記

コンシェルジュの細田で
す。私が皆様のご案内をい
たします。



情報発信ステーション

身
体
的
機
能
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

運
動
療
法
に
よ
り
筋
力
・
関
節
の
動
き
・

体
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◎
作
業
療
法
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

皆
様
に
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

お
持
ち
の
障
害
の
状
態
を
把
握
し
、
低

下
し
た
機
能
が
回
復
す
る
た
め
の
筋
力
強

化
や
関
節
運
動
、
指
の
細
や
か
な
動
き
の

サ
ポ
ー
ト
等
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
食

事
や
身
だ
し
な
み
、
ト
イ
レ
や
入
浴
な
ど

実
際
の
生
活
に
必
要
な
行
動
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
合
っ
た
方
法
で
援
助
い

た
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
脳
血
管
疾
患
、
整
形
外
科
疾

患
な
ど
の
専
門
的
な
治
療
と
共
に
、
そ
の

後
の
日
常
生
活
能
力
の
向
上
の
た
め
に
、

発
症
後
超
早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度

に
は
、
81
％
の
方
が
立
派
に
家
庭
復
帰
な

さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
皆
さ
ま
に
ご

努
力
の
成
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
主
治
医
あ
る
い
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
定
医
療
法
人
緑
壮
会  

理
念

　

奉
仕

　

仁
愛

　

誠
実

　

研
鑽

　

調
和

金
田
病
院  

理
念

一
．
金
田
病
院
は
、
二
次
医
療
圏
・

　
　

日
常
医
療
圏
の
中
で
、

　
　

地
域
の
医
療
機
関
と
の

　
　

緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、

　
　

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、

　
　

人
々
に
わ
か
り
や
す
い

　
　

医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

二
．
金
田
病
院
の
医
療
提
供
体
制
は
、

　
　
「
急
性
期
医
療
」
を
基
幹
と
し
、

　
　
「
亜
急
性
期
医
療
」・

　
　
「
医
療
療
養
病
床
」
を
運
営
し
、

　
　

地
域
医
療
に
貢
献
し
ま
す
。

基
本
方
針

一
．
金
田
病
院
は
、
地
域
の
人
々
に
、

　
　

良
質
な
医
療
・
介
護
を

　
　

提
供
し
ま
す
。

二
．
金
田
病
院
は
、
地
域
の
人
々
と
、

　
　

ゆ
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
を

　
　

築
い
て
い
き
ま
す
。

三
．「
個
人
情
報
保
護
法
」
を
厳
守
す
る

　
　

と
と
も
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

　
　

尊
重
し
ま
す
。

四
．
根
拠
に
基
づ
く
公
平
な
医
療
を

　
　

提
供
し
ま
す
。

五
．
診
療
は
、
医
師
の
説
明
と
、

　
　

患
者
さ
ま
の
選
択
に
基
づ
い
て

　
　

行
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
ご
紹
介

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

室
長　

 

丸
山 

謙
二

　

当
院
で
は
、
脳
血
管
や
運
動
器
の
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
る
障
害
に
対
し
て
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
専
属
の
医
師
等
の

指
導
の
も
と
に
、
理
学
療
法
士
4
名
（
う

ち
介
護
支
援
専
門
員
3
名
、
福
祉
住
環
境

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
2
名
）
と
、
作
業
療

法
士
1
名
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
助
手

2
名
が
各
科
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
総
合
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
状
態
で
早
期

に
家
庭
や
社
会
に
復
帰
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
指
し
、
皆
様
の
復
帰
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
と
な
っ
て
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
最
適
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
理
学
療
法
は
、
基
本
的
な
運
動
能
力
の

改
善
と
生
活
活
動
へ
の
復
帰
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　

電
気
・
光
線
・
温
熱
・
水
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
物
理
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

て
、
痛
み
や
緊
張
を
和
ら
げ
る
と
と
も
に
、

リハビリテーションの語源は
『re』＝再び、『habilis』＝適する、『ation』＝こと、
すなわち、「再び適すること」 という意味があります。
私たちリハビリテーション科では、
病気や外傷によりさまざまな障害をお持の方々に
「再び適する状態に戻っていただく」 ために、
医学的な専門技術と、おもてなしの心で
皆様のお手伝いをさせていただいています。


